
MSVの実現に向けて、「EPSの最大化」
「PERの最大化」の双方を追求

EPSの最大化

PERの最大化

「EPSの最大化」に向けては、
 １．既存アセットのオーガニックな成長 
 ２．アセットのインオーガニックな積み上げ 
の2軸で取り組んでおり、既存事業の成長に加え、最適な資金調達と財務
規律の維持によるM&Aを通じて、「EPSの最大化」を目指していきます。

「当期利益」ではなく「EPS」の最大化を追求するのは、EPSの希薄化に
つながるような新株発行を伴えば、たとえ当期利益を拡大したとしても
株主価値の減失につながりかねないためです。

PERは基本的に、EPS向上に対する資本市場からの期待値の反映です。
当社は、積極的なIR活動や最適な財務戦略、サステナビリティ対応などと
併せて、「良質なM&A」実績を積み上げることで、EPS向上への期待を高め、

「PERの最大化」を目指していきます。

MSV＝M(EPS) ×M(PER)

P11 若月共同社長メッセージ
P15 ウィー共同社長メッセージ

株価は「EPS（1株当たり当期利益）×PER（株価収益率）」で算出することができるため、 
MSVの実現に向けては、「EPSの最大化」「PERの最大化」の双方を追求しています。 
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